
大 雪 山 国 立 公 園 の沿 革

大雪山は日本でもっとも広 く、もっとも原始的な山岳

国立公園である。北海道の中央部を占める最高峰 ・旭岳

を中心とした大雪山連峰、十勝岳を中心とした十勝岳連

峰、石狩岳を中心とした石狩山群などの山岳を含む約23

万ヘクタ'一ルの面積を有 し、神奈川県とほぼ同じ広さが

ある。

これらの山岳は2,000メ ー トル前後の高さであるが山

の広が りは雄大であり、北に位置するため、日本アルプ

スの3,000メ ー トル級の山々に匹敵する高山環境を有し

山頂部はいたるところ華麗な高山植物群落にいうどられ

ている。

大雪の国立公園の沿革をのべると、つぎのとお りであ

る。

国立公園区域の指定:昭 和9年12月4日

面 積:231,929ヘ クタール

特 別 地 域 の 指 定:昭 和13年5月13日

特別保護地区の指定:昭 和46年1月22日

国立公園区域のうち、地域、地種区分の面積の概要は

特 別 保 護 地 区:36,512ヘ クタール
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となっている。(48.12現 在)

ここ3年 間ほどの大雪山に関する動きは、縦貫道路置

題を頂点としてきわめてあわただ しいものであった。社

会情勢や生活環境の激変もさることながら、これは大雪

山本来の姿、国立公園としての在 り方を問われているも

のであろう。いま、大雪山国立公園は公園計画の見なお

し作業が行な:われている。現在の視点から、保護計画 ・

利用計画とも大きくメスを加えられることとなるはずで

ある。

(北海道生活環境部自然保護課)

長 谷川 雄 七
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